
会 員 各位殿 平成 2年 3月 18日

つつ じが丘 自治会

会 長   

第 15回 定 時総 会 開催 の お知 らせ

水 ぬ るみ 、草 木 の芽 吹 き も一 段 と盛 ん とな り、 あ ち こち に春 の お とず れ

が感 じられ る今 日この頃 、会 員 各位 におか れ ま して は益 々 ご健 勝 の ことと

お慶 び 申 し上 げ ます。

  さて、第 15回 定 時総 会 を 下 記 の通 り開催 す るこ と とな りま した ので 、

万 障 お繰 り合 わせ の上 ご出席 賜 わ ります よ うご案 内 申 し上 げ ます 。

言己

1.日 時   平 成 2年 4月 1日 (日 )午 前 9時 30分 ～ 12時

2.場 所   鵜 沼地 区体 育館 (上 池 公 園 内 )

3.議 題  (1)平 成 元年 度 会務 報 告及 び承 認 の件

(2)平 成 元年 度 会 計 報 告 及 び承 認 の件

(3)自 治 会規約 、他 改 正 の件

(4)平 成 2年 度 自治 会 活 動 基本 方針 案 の審 議 及 び承 認 の件

(5)平 成 2年度 予 算 案 の審 議及 び承 認 の件

(6)役 員 (会 長 、副 会 長 、会計 監査 )改 選 の件

(7)そ の他                  以 上

なお、会場 準備 の都 合上 、 出欠 を次 頁 出欠票 に ご記 入 の上 来 る 3月 25日

まで に各班 長 さん に ご提 出下 さい。 また、 当 日欠席 され る方 は、委 任状 も

合 わ せて ご提 出下 さい。
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出  欠  票

私は、平成 2年 4月 1日 開催の第 15回定時総会に

出 席

欠 席     致します。

(出 席、欠席のいずれかに○印を付して下さい。 )

住 所  各務原市つつじが丘  丁目   番地

氏 名
印

切

　

　

取
　
　

線 委     fヨE    状

私は、平成2年 4月 1日 開催の第15回定時総会の議決に

関する一切の権限を指篠髪姜琶読f塾 に委任致します。

住 所  各務原市つつじが丘  丁目   番地

氏 名
印

(定 時総会当日欠席される方のみご提出下さい。 )
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平成 元 年度 メ 笙 14期 )自 治 会会 奎 報 告

昨年 の活 動方 針 を受 けて ス タ ー トした 自治 会運 営 は 、 基本 的 には各役 員

委 員 の努 力 によ り初 期 の 目的 は あ る程 度 達成 で きたの で は な いか と思 い ま

す 。以 下 昨 年度 当初 に ご承 認 いた だ い た活動 方 針 に従 い ご報 告 致 します。

1.汚 水 処理 問題 に関 す る自治 会 の方 向性 の提 示

同委 員会 は共用 開始 の時 期 を あヽ まえ、一 定 の方 向性 と会 員 の コ ンセ

ンサ ス作 りの推進 で あ ります が 、共 用 開 始 時期 の お くれ等 もあ り、

残念 なが ら方向性 を本年度 中に提 示す る迄 には至 りません で したが、

その前提 で あ る興 人 との施 設 移 管 に関 す る第 1回 協 議 会 を 開 催 し、

その 問題 点 を明 示 しま した。

また、本 年 度 中 に第 2回 協 議 会 を 開催 す る予 定 で あ ります 。 くわ し

くは各委 員会報 告 の 中で ご確 認 願 い ます 。

2「 生 活 環 境 、福 祉 問題 」 に関 す る諮 問委 員 会 の設 置 に関 して

内容 と して は、 自治 会 の 長 期 的 、総合 的 な新 しい街 づ くりの「 ビジ

ョン」作 りで あ った と思 い ます 。

この テ ーマ に従 い下記 の具 体 的 な作業 、 行動 は た しか な手 ごたえが

あ りま した。

(A)高 齢化 社 会 対策 の基 礎 資料 と会 員 の コ ンセ ンサ ス作 り

★ 老後 に関す る意 識 調 査 並 び に生 活実 態調 査

(住 民 ア ンケ ー ト調 査 )

(B)環 境 問題 に関 す る会 員相 互 の ル ール 作 り

★ つつ じが丘 地 区住 環 境 保 全 規 約 の骨 子作 り (臨 時 総 会承 認 )

以 上 の実 績 を応、まえて 、 本年 度 の新 た な活動 を お願 い した い と思 い

ます 。

3.タ イ ムスっ つ じが 丘 の一層 の充実

会 員間 の コ ミニ ケ ー シ ョン作 りの定期 刊 行紙 で あ る タ イムスつ っ じ

が 丘 、本 年 度 よ り発 行 回数 も増 し、投 稿 原稿 も会 員 の意 識 の高揚 と

も相 ま って 内容 的 に も充 実 して ま い りま した。 尚一 層 の会 員 の皆 様
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の ご協力 を お願 い致 します 。

4.そ の他

(A)集 会所 の机 、椅 子 の 更 新

(B)ガ ス温 水 機 の 設 置

以 上 前年度 予 算 に従 い 更新 、及 び設 置 を 行 い ま した。

以 上

《 4凝 言己 ≫

昨年度 の会務報告は、以上の通 りですが 、特記すべ きは新 しく発足 した

つつ じが丘防護団のよ リー層の組織 の活性化を計 っていかなければな らな

いと思 ってお ります。

第 1に 、組織 その ものが全住民 に周知 された ものでなければな らない。

第 2に 、その組織が非常時に際 し、 もて る力を充分に発揮 し、効果を

上げ ることがで きるものであ ること。

第 3に は、 この二点をあ、まえ防護団の組織の全住民への徹底 と、防災意

識の高揚、 また訓練の積み重ねによ り、よ り強固な防護団 に育ててい きた

いと考えてお ります。

(了 )
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〔 房で 華巨 藝辱 蘇義 会 〕

広 報 委 員会 は、 各 町 内 で選 出 され た広 報 会長 、副 会 長 で構 成 され 、 その

職 務 は大 き く次 の 2つ に な ろ うか と思 い ます 。

① 市 行 政 の末端 を補 完 す る とい う重 要 な機能 を担 って い る。

② 本 自治 会 にお いて 、各 町 内 の会 員 (住 民 )の 意 見 を 集 約 し、 自治 会運 営

に反 映 させ 、か つ会 員 の為 に 自主 的 、主 体 的 な活 動 を 推 進 し、 よ り良 い

街 づ くりをす る。

以 下 、 各 々 につ いて主 な年 間活 動 を ご報 告 します。

(1)市 行政 の末 端 補 完 につ いて

い)市 行 政 か らの伝 達 事 項 の住 民 へ の周 知 徹 底 につ いて は、 各 広 報 会 長 の ご

尽 力 に よ り円滑 に運 営 で きた と思 い ます。

わ)住 民 の意 志 を行政 に伝 え る「 市 長 と語 る会 」 (7/3)で は① ゴ ミステ

ー シ ョン確 保 や戸 別収 集 要 望 、 ② 鵜 沼 宿踏 切 りの拡 張 、③ 上 池 公 園 に散

策 道 の設 置 、整備 な どの要 求 と将 来 展 望 につ いて質 問 しま した。

しか し、住 民 の意 に適 う回答 は得 られ ません で した。 今後 も根 気 よ く

要 望 して い くこ とが大 切 と思 い ます 。

(C)青 少 年 育 成 や 、社 会福 祉 に関す る協 力 要 請 に対 して 前 者 につ いて は、 当

自治 会 の活動 方 針 に も合 致 し、市 内他 地 区 の モ デ ル に な る よ うな活動 が

実 施 され ま した。広 報 委 員会 を 中心 と した各専 門委 員 及 び、 会 員 各位 の

協 力 な く して は活動 で きな い もの で した。

後 者 につ して は、高 齢 化 社 会 や 、 障害 を持 つ 人達 の 為 の近 隣 ケ ア ーグル

ープ結 成 へ の呼 びか け に多数 の方 か らご応 募 が あ り、将 来 へ 向 けて の活

動 の基 盤 とな る もので あ る と心 強 く思 い ます 。 しか し、 これ以 外 独 自の

顕 著 な活動 はで きませ ん で した。 今後 の 自治 会方針 に合 わ せ 、 当地 区 に

適 合 した活 動 へ と推進 発 展 に協 力 す る必 要 が あ る と思 い ます 。

(2)自 治 会運営 へ の役 割 につ いて

年 間 行 事 の消 火 へ 多 くの エ ネ ル ギ ーが 費 や され 、 自治 会 本 来 の活動 が

や や もす る と弱 体 化 す る傾 向が な きに しもあ らず の反 省 もあ ります が 、年
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度 後 半 よ り各 町 内 で活 動 費 を有 効 に活 用 し、各 班 内 の コ ミュニ ケ ー シ ョン

を はか り、班 自体 の活性 化 を促 し自治 会 の よ リー層 の活 性 化 を推 進 す る活

動 を始 め ま した。

平 成 2年 4月 1日 よ り「 広 報 会 」 か ら「 自治 会 」へ と名称 変 更 が され

す 。 この機 に従来 の広 報 だ けの活 動 (上 意 下 達 )か ら、 自主 的且 つ主 体

な運 営 を 広 報 会単 位 (自 治 会 単 位 )で 行 い、 会 員主体 と した ボ トム ア ッ

の組 織 へ と再構 築 し、本 来 の 自治 会 運 営 を達成 す る為 で す 。

今後 の街 づ くりには、 多 くの課 題 が あ ります 。 この課 題 を ク リア ーす

には、会 員 の コ ミュニ ケ ー シ ョンが不可 欠 な もので あ ります。 この ことが

この一 年 の活 動 を 通 じて痛 切 に実 感 した結 論 で した。

〔琴毒 場義 藝暑 鐸乳 会 〕

(1)ゴ ミ収 集 につ いて

当団地 の入 居 数 も、年 々増 加 に伴 い ゴ ミ収 集 量 が 多 大 の為 、 収 集 場 所 の

増 設 を検 討 致 しま した。

今 年 度 は、 6丁 目に 2ヶ 所 増 設 予 定 に な りま したが 、 これ は 、 6丁 目の広

報 会 長 並 び住 民 の皆 様 方 の協 力 の た ま もの と感 謝 いた して お ります 。

ゴ ミス テ ー シ ョン増 設 問題 は 、今 後 当団地 の テ ーマ と して皆 様 方 と協 力 し

解 決 して いか な けれ ば な りませ ん 。 よ リー 層 の協 力 を お願 い致 します 。

(2)緑 化 対 策 と公 園 の管 理 につ いて

集 会所 周 辺 の樹 木 に毛 虫 が 大 発 生 した ので、 業者 に消 毒 を依 頼 し実 施 い

た しま した。 今後 と も、樹 木 の定 期 的 な管理 が必 要 と思 い、 予 算 の ゆ るす

限 り行 って まい ります 。

公 園 の遊 具 施 設 等 の実 態 調 査 を 行 った結 果 、 八 木 山公 園 、 北 公 園等 の遊

具 施 設 が 大 変 きれ い に整備 され ま した。 今後 と も要望 書 を提 出 し、市 当局

に対 しお願 い して い く所 存 です 。

(3)不 在 地 主 、 空 き地 の草 刈 り及 び管 理 につ いて
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平 成 元 年 度 の空 き地総 区 画 は、 232区 画 の うち 自治 会 依 頼 分 127区 画

自己処 理 区 画 105区 画 とな りま した。 自治会 依頼分 につ いて は、 各務 原

造 園 土 木 と年 間 ¥14000で 契 約 し、春 、秋 2回 刈 取 りを 行 い ま した。

(4)大 、猫 の糞 害 につ いて

当団 地 内 に犬 の糞 が 多量 に 目立 つ 事 は、 非常 に残 念 な事 です 。 回 覧等 で

皆 様 にお願 い して お ります が 、改 善 され て お りませ ん 。

今 後 と も、 200(フ ンゼ ロ)運 動 を 展 開 します の で 、 協 力 して下 さ い。

住 み よ い団地 造 りに 1人 1人 が 心 掛 け ま しょう。

〔メこ 化 クト ¥芋 ヨ辱 fミ イ≧ 〕

文 化 体 育 委 員会 の平 成 元年 度 の活 動 は 、 自治 会 行 事 に基 づ き盆 踊 り大 会

と市 民 展 を文 化体 育 委 員 会が 主 体 で 、運 動 会 は松 が丘 自治 会 との連 合 で実

施 しま した。

(1)盆 踊 り大 会  7月 29日 (土 )30(日 )

第 12回 目を迎 え た盆踊 り大 会 は 、平 成 元 年度 初 の行 事 に応、さわ し く、意

気 上 が り、盛 大 な もの とな りま した。 天 候 に も恵 まれ ヤ グ ラ組 み準 備 も順

調 にはか ど り、踊 りの練 習 も今 回 は民 謡 同好 会 の熱 心 な指 導 の下 に地 区体

育 館 で 7月 22日 (日 )に 行 わ れ ま した。

大 会 当 日に は町 内約 700世 帯 1500名 以上 中央 公 園 に集 ま り、賑 や か

な曲 の下 、所 狭 しと踊 りの輪 も幾 重 に もあ、くらみ 、楽 しい ひ と と きを過 ご

す こ とが で きま した。 また、広 報 会 の夜 店 は子 供 達 の 人 気 の的 、 開 店前 か

ら大 盛 況 で した。途 中行 わ れ た抽 選 会 も賞 品 180本 の大 当 た りで 、供 に

大 会 を盛 り上 げて くれ ま した。

当大 会 に際 して は、婦 人 会 、子 供 会 、 寿会 、 民 謡 同 好 会 の方 々及 び各役

員 の 方 々の ご協力 、 ご指 導 並 び に町 内外 の商店 、病 院 、銀 行 、 事 業 者 等 の

ご協 賛 を頂 きま した ことを ご報 告 い た します 。
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(2)八 木 山校 下 大 運 動 会  10月 10日

第 11回 八 木 山校 下 大 運 動 会 は、松 が 丘 自治 会 との連 合 で 両 自治 会 と体

育 振 興 会 の主 催 、育 成 会 と社 会 福 祉 協 議 会八 木 山連 合 支 部 の協 賛 で行 わ れ

ま した。 本 年 も「 す す ん で参 加 、 自分 の健 康 」 を ス ロ ーガ ンに揚 げ、 さわ

や か な秋 空 の下 につ つ じが 丘 と松 が 丘 の校 下住 民一 同 が 集 い、笑 い、拍手

声 援 とわ きあ いあ い と した雰 囲気 の 中で 、体 育 の 日にあ、さわ しい心 地 よ い

汗 を 流 す事 が で きま した。 昨年 度 同様 、 中学 生 に も働 きか け学 校 、 PTA

の協 力 の下 、 中学 生 の参 加 及 び協 力 が 得 られ ま した。

今後 の活 躍 も期 待 され、 たの も しい限 りです。

(3)市 民 展  11月 4日 (土 )5(日 )

最 後 の市 民展 は、例 年 通 り地 区体 育 館 にて 開催 され ま した。

今 回 も 108名 の方 々か ら生 花 、 園芸 、 手芸 、書道 、絵 画 、写 真 等 300

点 余 の丹 精 こめ られ たす ば ら しい作 品 を 出品 して頂 き、 200名 以 上 の ご

来 場 の方 々 に芸 術 の秋 、 文化 の 日に応、さわ しい感銘 を 与 え て くれ ま した。

また 、本 年 も婦 人 会 の ご好意 に よ り茶席 を設 け多数 の方 に くつ ろ いで頂 き

ま した。

〔 Dケ Jこ 藝暑 士卦 会 〕

(1)防 災訓 練実 施

春 の防 災訓 練 は、 5月 28日 (日 )AM.10:00～ 11:30

上 池 公 園西 広 場 で 東 消 防署 10名 の指 導 によ り

① 家 庭 内 火 災 (て ん ぷ ら)の 初 期 消 火

② けが 人応 急 手 当 の方 法 の お話

③ そ の他

を行 った。 200名 の参 加 者 が 身 近 な家 庭 内 で の台所 (て ん ぷ らなべ の使

用 の 際 の発 火 )で の消 火 に よ り火 災 の未 然 防止 、消 火 器 に よ る初 期 消 火 と

効 果 の 限 界 な ど実 際 の操 作 訓 練 な ど身近 な こと と して 、役 立 った防 災訓練

で あ った。



秋 は、 11月 12日 (日 )AM.9:30～ 11:30上 池 公 園広 場 で

の消 火器 に よ る初 期 消 火訓練 、続 いて 2グ ル ープ に分 か れ て の 消 火栓 の開

閉 、 ホ ース の脱 着 、放水 とい う一 連 の訓 練 を 東 消 防署 10名 の懇 切 な指導

に よ り実 施 訓練 を約 200名 の参 加 者 、 特 に ご婦 人 が 熱 心 に訓 練 、春秋 共

に好 天 に恵 まれ た好 条件 の 中で 行 わ れ た。

消 火 栓 、 ホ ース、消 火器 につ いて 自宅周 辺 の位 置確 認 、 班 単 位 な どで の操

作 訓 練 を 行 い、防 火意 識 の昂 揚 と 自己防衛 に役 立 て た い。

(2)防 護 団結 団式

長 期 討 議 され て きた 自主 防護 団 の結 団式 が 、 全 国 防 火 強 調 期 間 中の

1■ 1_2日 午 前 9時 、全 広 報 会 が 整 然 と整 列 、結 団 式 が と り行 わ れ た。

恒 例 の防 災 訓練 に先 立 って の式 は 自治 会 長 の力 強 く説 得 力 の あ る 自

主 防 護 団 の意義 、必 要 性 と今後 の運 営 へ の効 果 期 待 な どの挨 拶 、次 いで

事 務 局 長 によ る結 団式 に至 った経 緯 と今後 の方 向 づ け な ど につ いて

詳 細 な報 告 と説 明 が あつ た。 事 前 に全員 1人 1人 の役 割 分 担 が 決 め られ 、

腕 章 が 配 布 され た。 ① 救 護 伝 令班  ② 防 災班  ③誘 導 警 備 班  の 中 の何 れ

か の役 割 を 受持 つ ことに な った。 防 災意 識 の向上 と実 施 効 果 の あ る組 織 に

育 て て い きた い。

(3)そ の他

① 調 理 用 油 使用 容 器 等 の初 期 消 火 用 小 型 ス ブ レー式 消 火 具 及 び家庭 内常 備

の詰 め替 え用粉末消火器 と詰 め替 え薬剤 の斡旋 によ り、 40本 の注文 が あ っ

た。 今後 と も継続 して い きた い。

② 街 路灯 のつ いて い る電 柱 の ナ ンバ ー確 認 と消 火栓 、 ホ ース 、 消 火 器 の団

地 内設 置位 置 、器 具 、 ナ ンバ ー確 認 を行 い位 置 図 を作 成 配 布 しま した。

今後 の補 修 、訓練 等 に利 用 した い。 増 灯 は 5灯 で あ った。

③ 夏 の盆 踊 り、秋 の運 動 会 で の路 上 事 故 防止 の ため の 交 通 整 理 、正 月 の ク

ロス カ ン トリーで の焚 火 の防 火 な ど防 災委 員総 出で協 力 した。

④ 今年 度 の重点 事 項

自主 防護 団結成 に よ り、組 織 等 も整 った ので 内容 、運 営 の充 実 に努 め災害
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の な い明 るい街 づ くりに全 員 参 加 の もと始 動 され る こ とが望 まれ ます。

〔″ヨ 刻K黄 寸 月t藝辱 鐸載 会 〕

(1)委 員 会 の 目的

① 汚 水 処 理 施 設維 持 管 理 契 約 書 第 11条 に基 づ き、 (株 )興 人 、 (株 )エ
ス テ ル と施 設 継 承 の細 部 事 項 を 公 平 適 正 に判 断 し、契 約 を履 行 自主 運 営 の

態 勢 を整 備 す る。

② 市 公共 下 水 道 事 業 に伴 う汚 水 施 設 の切 替 問題 につ いて 、適 正 な受 益 者負

担 金 等 を市 側 と協 議 す る。

(2)事 業 活動 の 月 別主 要 事 項

4月 ① (株 )興 人 と市側 が と りか わ した公共施 設 (汚 水 施 設 )協定 書 内容

の 申 し入 れ 。

② (株 )興 人 に対 し第 二 回質 問書 及 び資料 等 の 内容 審 議

5月  同上 事 項 及 び施 設 へ の雨 水 流入 事 故 の復 旧要 請 審 議

6月 ① (株 )興 人 第 二 回 回答 文 書 に誠 意 が認 め られ な い為 、 第 一 回協議 会

開 催 の案 内書 、手 順 、 資料 要 請 と共 に次 の事 項 の説 明 を求 め る。

○ 住 民 の負 担 した一 戸 当 た り 10万 円の施 設 負 担 金 の使 用 明細

○ 施 設 設計 、施 行 図写 の提 供

○ 施 設 へ の雨 水 流 入 事 故 の原 因 、措 置等 の報告

○ (株 )興 人 側 の施 設 継 承 は事 実 上 完了 して い る との 回答 、説 明及

び その根 拠 の提 示

7月 ① (株 )興 人側 と第 一 回協 議 会 実 施 要領 の審 議 と文 書 発 送

②協 議 結 果 と して次 の事 項 が 合 意 され た。

○ 今 後協 議 、 続 行 の位 置 付 は契 約 書 第 11条 と し、 引 き続 き協 議会

を続 け る。

○従来 まで 自治会が入手 した資料 は (株 )興人代 表 の もの と認 め る。

○ (株 )興 人 、江 川 名古 屋 所 長 の発 言 は興人 代 表 者 と して取 り扱 う

○ 委 員会 の要 請 した興 人 資料 は後 日送付 す る。
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8月 第 一 回 興 人協 議 会実 施 結 果 に対 す る委 員反 省審 議

9月 ① 事 業 活 動 目的 の再確 認 及 び終 了 目標 を平 成 三年 度 とす る。

② 審 議 活性 化 の為 、 K.J法 に よ る分析 検 討 に合 意 す る。

③第 二 回 雨水 に よ る汚 水 流 出事 故 発 生 し、応急 調 査 を 行 う。

④ (株 )興 人側 よ り協 議 会 合 意 事 項 中 の協 議 の位 置 付 事 項 の訂 正 文 書

を受 理

10月 ① K.」 法 に よ る活 動 上 の 問題 点 の抽 出、審 議

② 事 業 目標 の再 確 認 と業 務 の班 別 責 任 に よ る分 担 を定 め る。

③ 第 三 回汚 水 流 出事 故 に伴 う (株 )興 人 側 へ の 修 復 要 請 、及 び事故

を早 急 に収 拾 す る為 、 県議 会 議 員 に提 訴 し県 側 監 督 責 任 者 、

(株 )興 人 、 自治 会 の三 者 会 議 の結 果 (株 )興 人 側 は事 故 原 因 の

調 査 を誓 約 す る。

④ (株 )興 人 は誓 約 に基 づ き、 8丁 目 30戸 に対 し立 ち合 い調 査 を

行 ったが 、汚 水 管 へ の流 入 は な く、不 明。

11月 施 設 の 自主運 営 を前提 と した問題 点 を A.Bo C班 別 定 め究 明 に

合 意 す る。

12月 市 公 共 下水 道 第 一期 工 事 (那 加 地 区 )の 受 益 者 負 担 金 の 内容 審 議

1月 A.B.C各 班 の実 施 計 画 案 の審 議

2月 ①平 成 元 年度 会務 報 告 及 び 2年 度 案 発 表 、 審議

②対 (株 )興 人承 継 協 議 の細 部 審 議 事 項 発 表

③第 四回汚水流 出事故 (維 持管理上 の問題 )が発生 し、被 害 住宅家族 、

自治会 長等 が 糞 尿 に まみ れ て 応急 処 理 をす る。

(3)総 合 結 論

委 員 会 の活動状 況 は以 上 です が 、各 広 報 区 よ り選 ば れ た 16名 の委 員 メ

ンバ ーは、何 れ も全 住 民 の生 活 環 境 を守 る為 に真剣 な討 議 を続 けて連続 三

年 目を迎 え ま した。

審 議 対 象 で あ る汚水 処 理施 設 は既 に十 数年 を経過 して 老 朽 化 が進 み 、且

つ 当 時 の 自治 会執 行 部 と管 理 者 で あ る (株 )興 人側 との複 雑 な運 営 歴 史 と

を併 せ て 、今 日まで その解 明 に努 め て い ます 。
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(株 )興 人名古 屋 代 表者 江 川 所 長 及 び (株 )エ スエ ル代 表 と第一 回協 議

会 を実 施 した結 果 、 今 まで の文 書 交 渉 で得 た予 想 が適 中 し、大 企 業 的体質

を露 骨 に示 し、移 管 切 り捨 て に便 乗 し、施 設 に必 要 な経 費負 担 を 全住 民側

ヘ ー 方 的 に転嫁 す る傾 向が 見受 け られ 、 施設 の構造 的 欠 陥 で お る雨水 流入

事 故 の対 応 姿 勢 等 を あわ せ て考 慮 して も、誠 意 あ る もの と認 め られず 、今

後 の対 策 法 も極 め て慎 重 に進 め る ことが 必要 で あ り、 全 住 民 は真 険 に重 大

な関 心 を持 って 、 各広 報 区委 員 に積 極 的 に助言 協 力 を 切 望 いた します。

委 員会 は、集 中審 議 の 困難 な ボ ラ ンテ ィア.メ ンバ ーで あ り、 その活動

は試 行 錯 誤 の 中で 汚 水 施 設 の承 継 問題 を平 成三 年 度 を達 成 目標 と して い イ

が (株 )興 人 との 円満 合意 解 決 の鍵 は全 住 民 に対 す る (株 )興 人代 表者 の

誠 意 と委 員 会 の努 力 に賭 け られ て い る。

平 成 2年 度 事 業 計 画

(1)施 設 承 継協 議 事項 (対 (株 )興 人 代 表者 )

① 第 二 回以 降 の審 議 事 項 (20項 目)の 検 討審 議

② 同上 協議 結 果 の整 備 及 び受 入 れ条 件 申 し入 れ

③ 同上 受 入 れ条 件 案 の全住 民 へ の文 書配布 検討 依 頼

④ 自主 運営 の為 、組 織 運 営 案 を整 備 し、 自治会長 報 告

⑤ 全 住 民 の承 継 受 入 れ確 認 及 び 自主 運営 承 認 (自 治 会 総 会 )

(2)市 公 共 下水 道 切 替 え対 策

① 平 成 7年 度 公 示予 定 の第 二 回事 業 認可 区域 (鵜 沼 地 区 )に 対 す る受

益 者 負 担 金 に関す る県 側 、 市 側 、尾 崎団 地 東部 の情 報 収 集

② 団地 内受 益 者 負担 金 の適 正 化

③ 団地 汚 水 施 設 等 切 替 え に関 す る協 議

以 上
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《尭書イトσDttБ》

平 成 元 年 度 ―一般 会 言十報 告

7/14

222,850

美し劇町づくり:闇栓
剛
(:撻舗iり広告費収入

《積 す の 部 》

≪収 入 の 部 》

32,970

94,200

101,120
α
υ

う
０

′
Ч )

科 目 金 狛 備 考

昭和 63年 度 基 金 残 肩 22. 135, 713 平成元年 2月 28日現在

平 成 元 年 度 増 加 う 750. 000 050,000X15戸

言十 22, 8 2 2月 28日

登に関する準
900, 000
200, 000
200, 000

5, 278, 400
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目科 予 算 額 支 出 制
100,000 103,896

1,060,000 1,281,346 電気料759,812修理料521,534

義務 局 関 係 費
事 務 費
備品購入費
会計委託費
予備会議替

1,110,000

(300,000)

(700,000)

( 10,000)

(100,000)

970,133

(415,474

(521,920

( 10,000

( 22,739

事務用品 印刷、製本代等
机椅子、湯沸かし器その他

桑 会 所 j 300,000 221,177 光熱費等

【報 会 1,638,000 1,654,200 01,800X919戸

環 境 対 策 費
清掃対策費
清掃用具費
緑化対策費
空地草刈対策費

ゴミステーション対策普

450,000

(150,000)

(150,000)

( 50,000)

( 50,000)

( 50,000)

431,416

( 89,008

(219,840

( 13,540

(  4,361

(104,667

ゴミ袋、クレゾール液
カマ、バケツ、草刈り機

防災行事費
地域防災費
消火器具備品費

( 50,000) |  (  8,248
( 50,000) |  (  3,214
(620,000) |  (444,585

《メ
=日

日σDttБ》

盆踊り費用
運動会費用

551,

(350,000)

(200,000)

(284,756

(200,000

( 67,079100,000)

(別途436,000円支出あり)

市民展

以上、平成元年度決算報告に誤りのないことを証明します。
会計監査  

117, 282
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平成 24度 ズ併]■巧 棚 う 自治 会 活動 方 針 案

昭和 か ら平成 へ と時代 の変化 の 中で わ が街 [つ つ じが 丘 ]も 14期 の長

きにわ た り、益 々入 居世 帯 も増 加 し、 ま さに その規模 も自治 会 活動 も円熟

期 を迎 え て お ります 。 これ も、偏 に会 員皆 様 の ご理 解 、 ご協 力 と先 輩役 員

の方 々の 目に見 え ぬ ご苦 労 の た ま もの と深 く感 謝致 して お ります 。

我 々現 役 役 員 もこの成 果 と伝 統 を受 け継 ぎ、 この街 の子 供 た ちが 、大人

に な って い く中で本 当 に住 ん で よか った といえ る「 S、 るさ と」 を与 え る こ

とが 出来 るよ う、皆 様方 と と もに努 力 して まい りた い と思 って お ります 。

会 員 の皆 様 には、今 年 度 の活 動 の ス タ ー トに あた り、以 下 の方 針 を ご提

案 申 し上 げ その ご協 力 を お願 い致 します 。

1.生 活 環 境 、福祉 問題 に関す る諮 問委 員会 の活 動 の推 進

昨年 、総会 承 認 を頂 き発 足 した同委 員会 は、初 年 度 事 業 と して 先 の

臨 時総 会 にお いて承 認 され ま したつ つ じが 丘地 区住 環 境 保 全規 約 の骨

子 作 り、 また高 齢化 社 会対 策 の基 礎 資料 と して の 老 後 に関す る意識 調

査 な らび に生 活実 態 調 査 を実 施 した ことは、会 員 の皆 様 には記 憶 に新

しい ことと思 います 。

本年 度 は さ らに高齢 化 、福 祉 の 各 テ ーマ につ いて 前 回 ア ンケ ー トよ り

要 望 の高 い項 目よ り これ を 具 体 的 に諮 問 し、 その諸 問題 につ いて答 申

を受 けた い と考 えて お ります 。

(1)高 齢化 に対 応 す る 自治 会 の組 織 、行事 の方 向 、 あ り方 等 につ いて

(2)会 員 全高 齢 者 の時 にそ なえ るい こいの施 設 (福 祉 セ ンタ ー)構 想

(行 政 と も連動 して )の 住 民意 識 の コ ンセ ンサ ス作 り と答 申

a)い こいの施 設 (福 祉 セ ンタ ー)は 高 齢 者 にや さ しい街 作 りの具体

案 と して 、 それ ぞれ の方 が 趣 味 、娯 楽 を通 じて一 層 の親 睦 、理解

を深 め るため の施 設 で す 。

b)い こいの施設 (福 祉 セ ンタ ー)は 緊急 災害 時 にお け る住 民 の為 の

避 難場 所 で あ り、 また は長 期 災 害 時 にお いて は非 常 用 食物 (炊 き

出 し)等 の供給 が で き る施 設 で す。
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(3)こ れ らに関連 す る諸 問題

等 々につ いて一層 の活動 の推進 を お願 い して まい りた い と存 じます。

2班 長 会議 及 び班 活 動 の活性 化

自治 会 基 本 活 動 の根 幹 は、班 活 動 及 び班長 会議 の活性 に あ るとい って

も言 過 ぎで は な い と思 い ます 。 また、全会 員が役 員 とい う意 識 の 中か

ら全 会 員 と 自治 会 が 遊 離 した もの で あ って はな らな い と思 い ます 。

この テ ーマ は、 63年 度 総 会 よ り毎 年継続 され て きて お ります が 、

今年 度 は さ らに班 活 動 の括 性 化 を 目指 し、 この問 題 の集 大 成 の年 に し

た い と思 って お ります 。

具体 的 には、 各広 報 (自 治 )に お いて班 長 及 び班 員 の年 2回 以 上 の

会 合 を もち、 この 中か ら自治 会 へ の要望 等 々を聞 かせ て頂 きた い と思

って お ります 。

3.役 員選 考 委 員会 の早期 活動

役 員選 考 委 員 会 の活 動 は「 自治 会役 員 の選 出に関 す る 自治 会規 約 附則

」 に よ り毎 年 12月 1日 よ りとあ ります が 、 これ で は充 分 な活 動 とそ

れ に見 合 う選 考 は、物 理 的 に不可 能 な状態 です 。

本 年 度 か らは 、 これ を毎年 4月 よ り活動 を 開始 し、年 間 を通 して充分

に検 討 して ま い りた い と考 え て お ります。

従 って 、本総 会 にお いて規 約 の改 正 をお願 いす る処 で ござ い ます。

4.集 会所 設 備 の充 実

本 自治 会設 立 よ り 15年 目 とな る今期 は、 ひ とつ の節 目で あ る ことは

い うまで もあ りませ んが 、 また、集 会所設 備 の老 朽 化 も進 ん で きて お

ります 。 その 中で 、 緊急 の 問題 よ り下記 の 3点 の更新 を 行 いた い と思

い ます 。

(1)印 刷機 の更 新

(2)放 送 設備 の更 新

(3)電 話機 の増 設

これ らの更 新 設 置 に よ り広 報 会 、役 員会等 の事務 の合理 化 を進 め ょ り

一 層 の会 員 に対 す る還 元 を 計 りた い と考 え る所 存 で ござ い ます 。

16-
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【資料 1】

自治 会 規 約 改 正 (案 )

A.呼 称 変 更 に と もな う改正

(1)各 務 原市 にお け る名称 変 更 (広 報 会 か ら自治 会 )に 伴 う決 定 が 、

4月 1日 よ り実 施 され るた めつ つ じが丘 自治 会 規 約 の 中 にあ る広報

及 び広報 会 等 の名称 を 、 その あて は ま る字句 だ け 自治 及 び 自治 会 に

改正 す る。

(2)上 記 の通 り広 報 を 自治 に名 称 変 更 す る と、つ つ じが 丘 1丁 目 自治 会

(長 )～ つ つ じが 丘 8丁 目 自治 会 (長 )と 言 う こと と な り、 これ ま

で のつつ じが丘 自治会 の名 称 で は、文面 等及 び役 職 名 等 か ら もま ぎ

わ ら しくな るため、本 会 の名称 を つつ じが丘 統 一 自治 会 と改正 す る

B.規 約 を 改正

第 18条 (選 任 )

(2)現 行  委 員 は広 報 区 の互 選 に よ り選 出 し、会 長 が 任 命 す る。

改正  委 員 は広 報 区 の互選 に よ り選 出 し、会 長 が 任 命 す る。

但 し、委 員が諸 般 の事 情 に よ りその任 務 を遂 行 で きな い と

判 断 した時 は、す み や か に後 任 を定 め 改 め て これ を任 命 す

る もの とす る。

(3)現 行  班 長 は広 報 区 の互 選 に よ り選 出 し、 会 長 が 任 命 す る。

改 正  班 長 は広 報 区 の互 選 に よ り選 出 し、会 長 が 任 命 す る。

但 し、班 長 が 諸 般 の事 情 に よ りその任 務 を遂 行 で きない と

判 断 した時 は、す み や か に後任 を定 め改 め て これ を任 命す

る もの とす る。

第 19条 (任 期 )

現 行  役 員、委 員 の任 期 は lヶ 年 と し、班長 の任 期 は 6ヶ 月 とす

る。但 し、再 任 を妨 げ な い。

改正  役 員 、委 員及 び班 長 の任 期 は lヶ 年 とす る。 但 し、再 任 を

妨 げ な い。
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C.自 治 会 役 員 の選 出 に関す る 自治 会規 約 附 則 を改正

第 7条 (選 考委 員 の任 期 )

現 行  選 考 委 員 会 は毎 年 その年 度 の 12月 1日 に設 置 す る もの と

し、次年 度 の 自治 会総 会 に於 いて役 員 が 選 出 され た時 を、

任 期 の終 わ りとす る。 従 って委 員の任 期 は そ の期 間 を任期

とす る。但 し、 自治会総会 に於 いて役 員 の選 出が され なか っ

た場 合 は次期 役 員 が選 出 され るまで そ の任 期 は終 わ らない

もの とす る。

改 正  選 考 委 員会 は毎 年 その年 度 の 4月 30日 まで に設 置 す る も

の と し、 次年 度 の 自治 会総 会 に於 いて 役 員 が 選 出 され た時

を任期 の終 わ りとす る。 但 し、 自治 会 総 会 に於 いて役 員 の

選 出が され なか った場 合 は次期 役 員が 選 出 され るまで その

任 期 は終 わ らな い もの とす る。

-20‐
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